
～正しく理解して、実践できることを目指して

本中生が今できること～

「感染症の予防」

https://www.irasutoya.com/



【ねらい】

「自分の生活や行動を振り
返り、感染防止のために、
一人ひとりが気を付けなけ
ればならないことを理解し、
実践（じっせん）できるよう
にする。



そもそも感染症っていつごろからあったの？
「ウィルス」とは、
自分自身で増え
ることはできない
が、粘膜などの細
胞に付着（ふちゃ
く）して入り込んで
増える。

「菌」とは違い
ます！



「緊急事態宣言」ってなぜ発令されたのか

①「学校はこれから臨時休校とな
ります」と発表されたのが2月28
日でした。

②そして、全国に緊急事態宣言
が発令されたのが4月16日です。

③もしかして、赤い線の通り感染
者がふえていたのかもしれませ
ん。

①

②

③



1人が感染していて1人に感染させると
感染者は2人。この2人が感染させると

1日1人と接触する
とは限らない。2人

以上だったり、それ
以上だったり。

しかも数日接触が
続けばあっという間
に感染者は増える
ことになる。

Ａ Ｂ



そして失われていく命があった

○現段階（令和2年4月）では、飛沫（ひまつ）感染、接触感染によって感
染するとされていること。

○ウィルスに感染していても症状が出ない場合があり、その人たちが、
知らないうちに感染を拡めてしまうことがあること。

○妊婦や高齢者、基礎疾患がある場合は、重症化するリスクが高いこと
が報告されていること。

オーバーシュート 医療崩壊



そして不安や苛立ち（いらだち）からなのか

正確な情報や科学的根拠に
基づいた行動が必要



不安はまだあるけれど・・・
でも、皆さんは未来の宝。

未来に向けて、力強く生き抜く
力を身に付けていかなければ
ならい。したがって、

そこで、だれもが安心してゆた
かに生活するために、専門家
会議から提案された「新しい生
活様式」を学校にも取り入れる
必要がある。

「本宿中学校は教育活動を再開します」



感染防止対策として

○感染症を予防するためには、運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活
を続けることが有効である。

○ウィルスから身を守るために、換気など周囲の環境を衛生的に保ち、正しい手
洗いの方法を身につける。

○ウィルスから、自分自身を守るため、そして、大切な人を守るため、「不要不急
の外出を避ける」「３密を避ける」等の感染症の予防策の徹底が必要である。

○行動が制限されている中でも、家族や友人と、「３密」を避けて工夫した交流を
することで心身の健康を保つようにする。

私たち一人ひとりが、感染症を予防するためにできることをしっかりやっていくことが大切。
常に自分の生活や体調を振り返り適切に行動することが感染症拡大防止につながる。



新生活への提案①

毎朝の健康チェックの習慣を！

○お出かけ前に身だしなみを整えるのと同じくらい当たり
前に体温をチェックしましょう！

○発熱のほか、せき、倦怠感（だるさ）、息苦しさ、頭痛の
症状等がある場合、登校を見合わせてください。

○登校後の発熱は、文部科学省から示されているとおり、
帰宅措置となり、自宅で休養するようになります。



新生活への提案②

「手洗い」と「うがい」をこまめにしましょう



新生活への提案③

咳エチケット マスクがないときでも予防ができることを知りましょう！



新生活への提案④

NO!「密閉」「密集」「密接」

○人と十分な距離を取る
○屋外でも密集するような運動はしない
○会話をするときはマスクをつける
○窓やドアを開け「こまめな換気」
○大人数での食事はしない
○電車やエレベーターでは会話を慎む

「ソーシャルディスタンス（社会的距離）」
は

自分自身で測るもの
「近い！」と感じたら離れましょう
※相手への思いやりです!!



新生活への提案⑤

正しい情報の収集

○公的機関（首相官邸・厚生労働省・文部科学省・国立感染症研究所など）がホーム
ページ等で提供する正確な情報を入手し冷静な行動をとること！

○ＳＮＳで氾濫（はんらん）しているデマや誤った情報（フェイクニュースなど）に惑わされ
ないこと！

○情報が多すぎると必要以上に不安や心配な気持ちを引き起こす恐れがあるので、新
型コロナウィルス感染症に関する情報やニュースをずっと見続けるのは避けること！

○心配なことがあったら、一人で抱え込まずに、周囲の人に相談すること！



新生活への提案⑥

感染症に関する差別や偏見をもたない

○感染者、濃厚接触者、医療従事者、社会機能
の維持にあたる方などとその家族に対する誤解
や偏見に基づく差別は許されない

○見えないウィルスへの不安から、「感染症が
広がっている地域に住んでいる人」「咳をしてい
る人」「マスクをしていない人」「外国から来た人」
などを憎んだり嫌ったりしてはならない

○正しい情報を得ること、悪い情報ばかりに目
を向けないこと、差別的な言動に同調してはなら
ない



正しい知識を学ぶことができましたか？これまでの
自分自身の生活習慣を振りかえってみて、改善できる
ことがあればすぐに取り組んでいきましょう。

まだまだ、不安な日が続くと思いますが、「チーム本
宿」で“Ｏｎｅ Ｔｅａｍ”の精神で乗り越えていきましょ
う！



最後に・・・



こころの変化
不安でいっぱい、イライラする、悲しくなる

やる気が出ない、ひとりぼっちな感じがする

そわそわして気持ちが落ち着かない、勉強に集中できない

ボーッとする、自分を責めてしまう

からだの変化
寝付けない、怖い夢を見る、食欲がない

食べ過ぎてしまう、美味しいと感じない

頭痛、腹痛、吐き気、めまい、体がだるい



ストレス反応は
いつもと違うショックを受けた時の

自然な反応です。
安全で安心できる生活を続けている
うちに少しずつおさまっていきます。

何か心配なことがある人は
先生たちに話してください！

一人で悩まず相談してくださいね。
最後までご清聴いただきありがとうございました。


